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１．組織の概要

【事業所名】 ○○株式会社

【代表者氏名】 代表取締役　環境太郎

【所在地】

　　本社 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号

○○支店 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号

△△倉庫 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号

【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

環境管理責任者氏名 部署・役職 環境次郎

連絡先担当者 部署・役職 環境三郎

連絡先 ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

Ｅ－ｍａｉｌ：

【事業活動の内容についての簡単な記述】

建設業（主に○○等の工事を行っています。）

建設業許可

　許可番号

　許可年月日

　建設業の種類

【産業廃棄物収集運搬業許可】 （建設下請業者業者の場合）

○許可の内容 ・収集運搬業許可番号

・許可年月日

・許可の有効期限

・事業区分：収集運搬

・収集運搬する廃棄物の種類

○施設等の状況 ・運搬車両の種類と台数

・積替保管施設がある場合の面積と保管上限量

○処理実績 ・運搬数量　　　　ｔ／年

○収集運搬料金 　　　　　　　　　円／ｔ

【事業規模】

設立年月日

資本金

　　　年度 　　　年度 　　　年度

製品生産量・出荷額（売上高）

　　（千円）

従業員数　　　　　　（名）

事業所敷地面積　　　（ｍ2 ）

事業所延べ床面積　　（ｍ2 ）

従業員数は、　　月　　日現在

会計年度 　　　月　　～　　月



２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】

○○株式会社　　全社

本社、支店、営業所の住所を列挙する。

　　本社 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号 （常駐者：　　　名）

○○支店 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号 （常駐者：　　　名）

△△倉庫 高知県高知市○○町　○丁目△番地××号 （常駐者：　　　名）

又は

××株式会社　　本社、△△支店

＊この場合、対象外事業所と全社への拡大時期の記載が必要です。

全社への拡大は４年以内に行う必要があります。

対象事業：

【レポートの対象期間】

２０××年○○月～２０△△年△△月

【環境活動レポートの発行日】

２０□□年○○月△△日

【作成責任者】

環境管理責任者　 環境太郎



３．環境経営方針 （例）

【環境経営理念】

○○建設株式会社は、高知県○○市で土木関係の建設工事を行っています。地域の自然環境を守り、建設工事における

あらゆる場面において環境保全を意識し、継続的改善による環境経営を行なっていきます。

【基本方針】

１．建設工事における、設計・資材調達・施工・廃棄物処理の各段階において、環境負荷の少ない事業活動

を行います。

又は、環境に配慮した、設計・施工を行います。 ⇒本業における環境負荷低減

２．トラック・重機・車輌の燃料使用量削減により、二酸化炭素排出量を削減します。 ⇒二酸化炭素排出量削減

３．事務所・現場における電力使用量の削減により、二酸化炭素排出量を削減します。 ⇒二酸化炭素排出量削減

４．建設工事及び事務所における廃棄物発生量の削減及びリサイクルを行います。 ⇒廃棄物発生量削減・リサイクル

５．事務所における水使用量の削減により排水量を削減します。 ⇒排水量の削減

６．建設現場における化学物質排出について配慮します。 ⇒化学物質排出の配慮

７．事務用品及び調達資材のグリーン購入を推進します。 ⇒グリーン購入

８．環境関連法規及び条例等を遵守します。 ⇒環境法遵守

９．環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。 ⇒従業員への周知徹底

１０．環境経営活動レポート等環境情報について広く外部公表いたします。 ⇒環境活動レポートの公表

２０××年○○月△△日

代表取締役

環境雄治



４．環境管理組織体制

代表取締役

環境管理責任者

環境事務局

ＥＡ２１委員会

環境管理システム　役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を承認

・代表者による全体評価と見直し実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画・環境管理組織体制原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミユニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開

部門長 ・自部門における環境方針の周知、従業員への環境教育訓練実施

・自部門に関係する環境活動計画の実施、達成状況報告

・自部門に関係する緊急事態訓練の実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加



５．環境経営目標

（１）単年度目標 （２０１８年度目標の場合）

基準年 ２０１８年度

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 目標

2016.7-2017.6 2018.7-2019.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用

　　○濁水防止対策の実施

　　○法面緑化工事の実施

　　○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

（２）中長期目標

項目 単位 ２０１６年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

実績（基準年） 目標 目標 目標 目標

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （kg）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



５．環境経営目標

（１）単年度目標 （２０１８年度目標の場合）

総　　量 原単位（売上百万円当り）

基準年 基準年 基準年 ２０１８年度

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 売上高 単位 ２０１６年度 目標

2016.7-2017.6 （百万円） 2016.7-2017.6 2018.7-2019.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ） （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ） （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3 ） （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ） （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ） （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％） （％）

グリーン購入 （％） （％）

環境負荷の少ない工事 （％） （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用

　　○濁水防止対策の実施

　　○法面緑化工事の実施

　　○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

（２）中長期目標

項目 単位 ２０１６年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

実績（基準年） 目標 目標 目標 目標

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



６．環境経営計画
期間：　　　　　年　　月　～　　　　　年　　月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○

削減 削減 ○

○

○

電力使用量 ○

削減 ○

○

○

用水使用量削減 ○

（排水量削減） ○

○

○

廃棄物削減 一般廃棄物 ○

○

産業廃棄物 ○

○

グリーン購入 ○

○

○

○

化学物資排出量削減 ○

○

○

○

環境負荷の少ない ○

工事の実施 ○

○

○



７．環境経営目標の実績

（１）本年度実績

基準年 ２０１８年度 ２０１８年度 実績値／目標値 評価

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 目標 実績 （％）

2016.7-2017.6 2018.7-2019.6 2018.7-2019.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入量 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用 ○濁水防止対策の実施

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用 ○法面緑化工事の実施

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用 ○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

＊４．評価は、「○」、「△」、「×」で評価する。

＜環境経営目標未達成理由＞

＜過去の実績＞

項目 単位 ２０１６年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

実績（基準年） 実績 実績 実績 実績

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （kg）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



７．環境経営目標の実績

（１）本年度実績

基準年 ２０１８年度 ２０１８年度 実績値／目標値 評価

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 目標 実績 （％）

2016.7-2017.6 2018.7-2019.6 2018.7-2019.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入量 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用 ○濁水防止対策の実施

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用 ○法面緑化工事の実施

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用 ○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

＊４．評価は、「○」、「△」、「×」で評価する。

＜環境経営目標未達成理由＞

＜過去の実績＞

項目 単位 ２０１６年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

実績（基準年） 実績 実績 実績 実績

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



８．環境経営計画の取組結果とその評価
期間：　　　　　年　　月　～　　　　　年　　月

項目 活動内容 取組結果 評価 見直し

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○

削減 削減 ○

○

○

電力使用量 ○

削減 ○

○

○

用水使用量削減 ○

（排水量削減） ○

○

○

廃棄物削減 一般廃棄物 ○

○

産業廃棄物 ○

○

グリーン購入 ○

○

○

○

化学物資排出量削減 ○

○

○

○

環境負荷の少ない工事実施 ○

○

○

○



具体的な取組状況

１．ＣＯ2 排出量削減

（１）燃料使用量削減

　社用車の更新

　　　　年　　月に社用車○台をハイブリッド車に更新

　　　　　車の写真 しました。燃料使用量は従来の○○ｋｍ／Ｌから　　

△△ｋｍ／Ｌに削減され、ガソリン使用量が削減

されています。

　重機の更新

　　　　年　　月に重機○台を更新しました。

　　　　　重機の写真 燃料使用量は大幅な削減となっています。　

　急発進・急加速・急停止の禁止

　　　　年　　月に社用車内に「急発進・急加速・急停止の禁止」のシール

　　　　　車内の表示 を貼付、燃料使用量削減の啓発を行っています。　

　重機のエコモード運転の徹底

　　　　年　　月に全ての重機に「エコモード運転の徹底」のシール

　　　　　車内の表示 を貼付、燃料使用量削減の啓発を行っています。　

　車の相乗りの徹底

工事現場へ行く時は、必ず相乗りで現地に行き、社用車の

　　　車の相乗りの写真 燃料使用量削減に努めています。　



（２）電力使用量削減

　本社事務所１階　ＬＥＤ照明設置

　（　　年　　　月設置）

　　設置したＬＥＤの写真 本社事務所１階北側部分の照明（○○本）を蛍光灯

からＬＥＤに更新しました。

　太陽光発電設備設置　　○○ｋＷ

　（　　年　　　月設置）

　　　　　　　写真 　太陽光発電設備については、　　年　　月～　　年　　月　

　の１年間の発電量は、○○ｋＷｈとなり、ＣＯ2 の排出削減量は、

　△△ｋｇ－ＣＯ2 となり、太陽光発電設置以来、総発電量は○○ｋＷｈ

　ＣＯ2 の排出削減量は、△△ｋｇ－ＣＯ2 となっています。

　昼休みの消灯

本社事務所の照明を昼休み（１２時～１３時）消灯し、

　　　昼休みの消灯風景写真 節電に努めています。年間で○○ｋＷｈの節電となり、

年間で△△円のコスト削減につながりました。

　トイレ照明に人感センサー設置

　（　　年　　　月設置）

　トイレの人感センサーの写真 本社事務所内トイレの照明に人感センサーを設置し、

節電に努めています。

　本社事務所南側に緑のカーテン設置

　（　　年　　　月設置）

　　　緑のカーテンの写真 本社事務所南側に緑のカーテンを設置し、冷房負荷

の削減に努めています。



２．用水使用量の削減

　節水シール貼付

　（　　年　　　月設置）

　　　節水シール貼付の写真 本社事務所内の水道蛇口（○○ケ所）に節水シールを

貼付け、啓発を計っています。

３．廃棄物の削減

（１）一般廃棄物の削減

　不要紙ごみの分別の徹底

　（分別箱：　　年　　　月設置）

　　　紙ごみの分別箱の写真 本社事務所内紙ごみの分別箱を設置し、不要紙の再利用

を行っています。

　コピー用紙の裏紙使用、両面コピー

ミスコピー用紙は、裏紙として使用し、また両面

　　　　裏紙使用の写真 コピーを実施することにより、年間でコピー用紙の使用量

を○○％削減しました。

　ＦＡＸはパソコン画面から送信

　（新型ＦＡＸ：　　年　　　月設置）

　ＦＡＸ可能なプリンター写真 受信したＦＡＸは、パソコン画面で確認し、必要な物だけ

を打ち出しています。これにより、年間○○枚のコピー用紙削減

に繋がっています。

（２）産業廃棄物

　産業廃棄物分別の徹底

　（分別置場：　　年　　　月設置）

　　　産業廃棄物分別の写真 産業廃棄物は分別し、有価物と廃棄物に分別し。産業廃棄物再資源化率

が向上するように工事現場では努力しています。



４．グリーン購入

　事務用品のエコマーク・グリーンマーク商品の優先購入

事務用品はエコマーク・グリーンマークの付いた商品を優先

　　　エコマーク商品の写真 的に購入しています。

対象商品：コピー用紙、ファイル類、ノート類

　　　　　ボールペン、シャープペン等

５．環境負荷の少ない工事実施

　低騒音、排出ガス対策型重機の使用

工事名称：○○○工事

　　　工事中の重機の写真 工事期間：２０××年△△月●●日　～２０□□年××月○○日

（低騒音、排ガス対策シール） 工事場所：高知県○○市

低騒音、排出ガス対策型重機を工事で使用しました。

工事箇所周辺の騒音低減と、排出ガス量削減に努めています。

　環境負荷の少ない材料（リサイクル材）の使用

工事名称：○○○工事

　　　　工事の写真 工事期間：２０××年△△月●●日　～２０□□年××月○○日

　　（リサイクル材等） 工事場所：高知県○○市

工事用材料の、○○部分にはリサイクル材を使用し、環境負荷

低減に努めました。（例えば、路盤材等）

　工事看板への高知県産間伐材の使用

工事名称：○○○工事

　　　　工事看板の写真 工事期間：２０××年△△月●●日　～２０□□年××月○○日

　　（県産材、間伐材等） 工事場所：高知県○○郡

工事看板には、高知県産間伐材を使用し、環境負荷低減に

に努めました。

　濁水防止対策の実施

工事名称：○○○工事

　　　濁水防止対策の写真 工事期間：２０××年△△月●●日　～２０□□年××月○○日

工事場所：高知県○○郡

工事現場から発生する濁水を沈砂池を設置し、きれいな

上水のみを排出し、工事か場所周辺が汚れないよう努め

ました。



６．環境美化活動

　ロードボランティア活動

××周辺及び国道　　号線のロードボランティア

　　ロードボランティア写真 活動を行い、道路の清掃活動を行いました。

（年○○回実施）



９．次年度の取組内容

（１）環境経営目標

（１）単年度目標 （２０１９年度目標の場合）

基準年 ２０１９年度

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 目標

2016.7-2017.6 2019.7-2020.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用

　　○濁水防止対策の実施

　　○法面緑化工事の実施

　　○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

（２）中長期目標 （２０１９年度目標の場合）

項目 単位 ２０１６年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

実績（基準年） 目標 目標 目標 目標

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ）

　軽油使用量 （ℓ）

　灯油使用量 （ℓ）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ）

電力使用量 （ｋＷｈ）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ）

用水使用量 （ｍ3 ）

一般廃棄物排出量 （kg）

産業廃棄物排出量 （ｔ）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



９．次年度の取組内容

（１）環境経営目標

（１）単年度目標 （２０１９年度目標の場合）

総　　量 原単位（売上百万円当り）

基準年 基準年 基準年 ２０１９年度

　　　　　　　項目 単位 ２０１６年度 売上高 単位 ２０１６年度 目標

2016.7-2017.6 （百万円） 2016.7-2017.6 2019.7-2020.6

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ） （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ） （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ） （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3 ） （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ） （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ） （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％） （％）

グリーン購入 （％） （％）

環境負荷の少ない工事 （％） （％）

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、電気事業者別のＣＯ2 排出係数（△△年度実績）

　　（平成××年△△月○○日公表）の四国電力の調整後排出係数○○○（kg－ＣＯ2 ／ｋＷｈ）を使用した。

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事 （例）

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への間伐材の使用

　　○濁水防止対策の実施

　　○法面緑化工事の実施

　　○太陽光発電住宅、高気密高断熱住宅の設置

（２）中長期目標

項目 単位 ２０１６年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

実績（基準年） 目標 目標 目標 目標

燃料使用量

　ガソリン使用量 （ℓ/百万円）

　軽油使用量 （ℓ/百万円）

　灯油使用量 （ℓ/百万円）

　ＬＰＧ使用量 （ｋｇ/百万円）

電力使用量 （ｋＷｈ/百万円）

ＣＯ2 排出量 （ｋｇ－ＣＯ2/百万円）

用水使用量 （ｍ3/百万円 ）

一般廃棄物排出量 （ｋｇ/百万円）

産業廃棄物排出量 （ｔ/百万円）

産業廃棄物再資源化率　　 （％）

グリーン購入 （％）

環境負荷の少ない工事 （％）



９．次年度の取組内容

（２）環境経営計画

期間：　　　　　年　　月　～　　　　　年　　月

項目 活動内容 担当者 期限

ＣＯ2 排出量 燃料使用量 ○

削減 削減 ○

○

○

電力使用量 ○

削減 ○

○

○

用水使用量削減 ○

（排水量削減） ○

○

○

廃棄物削減 一般廃棄物 ○

○

産業廃棄物 ○

○

グリーン購入 ○

○

○

○

化学物資排出量削減 ○

○

○

○

環境負荷の少ない工事実施 ○

○

○

○



１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務 必要時

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理

第７条の ○一般廃棄物収集運搬基準に従った収集運搬 必要時

１３項 表示、書面備付義務

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理 必要時

産業廃棄物の委託契約

第１２条の 多量排出事業者（年間１，０００ｔ以上） 必要時

１０、１１項 の計画の都道府県知事への提出・報告

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 廃棄物排出時

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 毎年６月末

第１４条 産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の許可 期限切れ

（５年毎に更新） ３ケ月前

第１４条の一 産業廃棄物処理基準による収集運搬、処分

１２項

規則第８条 ○保管場所の表示 必要時

見易い箇所に掲示板を設置

（縦６０ｃｍ以上×横６０ｃｍ以上）

資源の有効な利用の促進に 第４条 土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン 必要時

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル

（資源有効利用促進法）

建設工事に係る資材の再資源化 第５条 〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び 必要時

等に関する法律 建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

（建設リサイクル法） 〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建

設資材を使用する努力

第９条 〇分別解体等の実施 必要時

第１０条 　解体：床面積８０ｍ2 以上

　新築・増築：床面積５００ｍ2 以上

〇対象建設工事は７日前までに都道府県知事

に届出

騒音規制法 第５条 ○騒音規制基準の遵守（特定工場等） 必要時

第６条 ○特定施設の設置届 設置工事開始時

（特定施設設置工事開始３０日前までに市町村長に届出）

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

振動規制法 第５条 ○振動規制基準の遵守（特定工場等） 必要時

第６条 ○特定施設の設置届 設置工事開始時

（特定施設設置工事開始３０日前までに市町村長に届出）

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

大気汚染防止法 第６条 ○ばい煙発生施設の設置届 設置工事開始時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第８条 ○ばい煙発生施設の変更届 設置工事開始時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第１６条 ○ばい煙量等の測定 必要時

第１７条 ○事故時の報告（都道府県知事への報告） 必要時

第１７条の２ ○事業者の責務 常時

ばい煙の大気中への排出状況の把握

消防法 第８条 ○防火管理者の選任、消防計画の作成 必要時

（遅滞なく所轄消防長又は消防署長に届出）



法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

消防法 第１０条 ○指定数量以上の危険物貯蔵の消防長 必要時

への許可

第１石油類 ｶﾞｿﾘﾝ：200ℓ

第２石油類 灯油、軽油：1,000ℓ

第３石油類 重油：2,000ℓ

第４石油類 潤滑油：6,000ℓ

ｷﾞﾔ油、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾏｼﾝ油

第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

第１７条の ○消防用設備等設置届書の消防署への提出 着工１０日前

３の２

フロン類の使用の合理化及び 第１９条 ○事業者によるフロン類の漏洩量等の報告 年１回

管理の適正化に関する法律 1,000 CO2-t/年以上、事業所所管大臣への報告

（フロン排出抑制法） 第５条 ○定期点検の実施

エアコン：3.7kW以上50kW未満 １回／３年

エアコン：50kW以上 １回／年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

使用済自動車の再資源化等 第１１条 ○フロン類回収業者の使用済自動車の引取 必要時

に関する法律 業者からの引取義務

（自動車リサイクル法） 第１２条 ○フロン類回収業者の使用済自動車搭載の

エアコンからのフロン類の回収義務

第１５条 ○解体業者の使用済み自動車の引取義務

第１６条 ○解体業者の使用済み自動車の再資源化

の義務

浄化槽法 第１０条 ○年１回の浄化槽の保守点検、清掃実施 年１回

第１１条 ○年１回の水質検査実施

下水道法 第１０条 ○下水道に下水を流入させる為の排水管、 必要時

排水渠等の設置

水質汚濁防止法 第５条 〇特定施設の設置届 必要時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第７条 〇特定施設の構造等の変更の届出 必要時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第１２条 〇事業所排出口における排水基準に適合しない 必要時

排出水の排出制限

第１４条 〇排出水の汚染状態の測定等 必要時

（日平均排水量）　

　　400ｍ3以上　　　　　　：毎日

　　200ｍ3以上400ｍ3未満　：１回／週

　　100ｍ3以上200ｍ3未満　：１回／２週

　　50ｍ3以上100ｍ3未満　 ：１回／３０日

第１４条の四 ○事業者の責務 必要時

公共用水域又は地下水の水質汚濁防止の

ための必要な措置の実施

海洋汚染等及び海上災害の 第４条 〇船舶からの油の排出の禁止 必要時

防止に関する法律 第５条 〇油による海洋汚染の防止のための設備設置

（海洋汚染防止法） 第６条 〇油濁防止管理者の選任

第９条の２～４ 〇船舶からの有害液体物質の排出の禁止 必要時

〇有害液体物質による海洋の汚染の防止の

ための設備設置

〇有害液体汚染防止管理者の選任

特定化学物質の環境への排出量 第５条 ○化学物質の排出量、使用量の把握 必要時

の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律



（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

　　　　年　　月より　　年　　　月まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等はありませんでした。

環境関連法規等の取りまとめ表

（条例）

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

測定時期

高知県環境基本条例 第６条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

高知県清流保全条例 第２条 ○事業者の清流保全の努力 必要時

高知市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

高知市火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

南国市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

第２８条 ○事業者の地球環境保全への取組

南国市火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

香南市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

香南市火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

香美市火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

安芸市火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

四万十町環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理

四万十市環境基本条例 第５条 ○事業者の責務 必要時

環境負荷の低減、その他環境保全

四万十市四万十川の保全及び 第７条 ○景観保全に関する届出 必要時

振興に関する基本条例 ・土石の採取

・盛土、切土による土地の形状変更

・屋外において土石、廃棄物、再生資源、

再生部品の蓄積、貯蔵する行為

・天然林を伐採し、スギ・ヒノキの植樹

・看板、広告板、サーチライト照明等の設置

幡多西部消防組合火災予防条例 第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出 必要時

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

　　　　年　　月より　　年　　　月まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情・要望等はありませんでした。



作成年月日 　　　　　年　　月　　日

代表者

１１．代表者による全体評価と見直しの結果
■定期見直し

□臨時見直し

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 □無

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

③前回までの代表者の指示事項への対応

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制】

変更の必要性： □有 □無

【目標・環境活動計画の達成状況】

目標項目 目標値 活動計画 コメント

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント）

【その他】

変更の必要性： □有 □無

＜改善提案＞

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

【総括】（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

②環境関連法規制等の動向他

＜改善提案＞

代表者が自ら得た情報


